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耳 鼻 咽 喉 科 
 

Ⅰ プログラムの名称 

日野市立病院 耳鼻咽喉科初期臨床研修プログラム 

 

Ⅱ プログラムの管理・運営 

日野市立病院臨床研修管理委員会にて管理・運営を行う。 

プライマリ・ケアでの耳鼻咽喉料学全般にわたる基礎研修が達成され得るように考慮され

ている。 

＜外来診療＞ 

基礎実習後，指導医のもとに再診外来を担当し，一般外来処置（鼻処置，鼓膜切開，耳

処置，喉頭ファイバースコープなど）を習得する。検査ではレントゲン，造影レントゲン，

CT，MRI などによる診断，聴覚及び平衡機能検査，神経筋機能検査等について基礎的な知

識，手技を習得する。 

＜病棟業務＞ 

基礎実習後，主治医の元にネーベンとしてつき，包交，処置，術前術後管理を習得する。

手術の助手をつとめ基本的手術手技を習得する。さらに扁桃摘出術，アデノイド切除術，

気管切開，副鼻腔根本術，鼻中隔矯正術，鼓膜チューブ挿入術などの手術に関して指導医

のもとで研修する。 

 

Ⅲ プログラムの指導者 

  統括責任者 診療技術部長 三浦 弘志 

 

Ⅳ 臨床研修協力施設 

   国家公務員共済組合連合会 立川病院 

 

Ⅴ 一般目標 

プライマリ・ケアで必要な耳鼻咽喉科学の基礎的知識を学び，基本的な臨床を取得する。

耳・鼻・咽頭・喉頭の解剖学的特徴と生理機能を理解し耳鼻咽喉科疾患の病態と治療法に

ついて研修する。 

 

Ⅵ 行動目標 

１）患者―医師関係 

（１）患者の社会的側面を配慮した意思決定ができる。 

（２）守秘義務の徹底 

２）チーム医療 

３）問題対応能力 

４）安全管理* 

５）医療面接* 

（１）患者の的確な問診ができる。 

（２）コミュニケーションスキルの習得 

６）症例呈示 
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７）診療計画 

（１）クリニカルパスの活用 

（２）聴覚・平衡障害，音声障害，頭頸部悪性疾患などに対してリハビリテーション，

在宅医療，介護を含めた総合的治療計画に参画できる。 

８）医療の社会性* 

（１）医療保険制度 

（２）社会福祉，在宅医療 

（３）医の倫理 

（４）麻薬の取り扱い 

（５）文書の記録，管理について 

 

Ⅶ 経験目標 

１）外耳，鼓膜の所見をとれる 

２）鼻内内視鏡で鼻内所見をとれる 

３）口腔，咽頭，喉頭の所見をとれる 

４）標準聴力検査および各種聴覚検査により難聴の診断ができる。 

５）めまいの初期診断で中枢性か末梢性か一過性かの予測とそれに応じた検査法の選択

ができる。 

６）鼻出血の診断とキーセルバッハからの出血に対する止血処置ができる。 

７）顔面神経麻痺の診断と程度の評価が出来る。 

８）難聴の治療法と補聴器の適応について理解する。 

９）薬剤と聴力障害についての知識を持つ。 

10）外耳炎・中耳炎・副鼻腔炎・咽頭炎の診断と薬物治療ができる。 

11）心因性耳鼻咽喉科疾患の理解と治療法を説明できる。 

12）頭頸部癌の診断と治療を説明できる。 

13）気管切開の適応と手技を説明できる。 

14）気道食道異物の代表的異物，それに対する応急処置，診断，治療を説明できる。 

15）急性喉頭蓋炎の診断ができ，治療法を説明できる。 

16）反回神経麻痺の診断ができ，原因、治療を説明できる。  

 

Ⅷ 研修スケジュール 

研修期間に応じて，聴覚・平衡，喉頭・音声，頭頸部腫瘍をローテーションするスケジ

ュールを設定する。 

 

Ⅸ 研修評価 

EPOC オンライン評価システムに沿った評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 


